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　H ） 實驗中毒症 に 於け る副腎皮質の 變化

　八 中毒症時 の 副腎皮質 の 病理 組織塁的變化 と して は ，

正 常妊 娠時 に も み ら れ る 球状暦及び束朕層 の 變化の 外

に ，網状層 の 細胞腫脹及び傍髓質皮質暦の 肥大 繪成 が 認

め られた ．こ れ と類似の 變化は ，家兎親床下部に 碑經葉

ホ を注入 した 際最 も張 く出現 した ．之に 反 し，眞柄・P．S。，

加來 ・K ．P．S
， 東北物質及び ト ロ ン ボ プ ラ ス チ ン で は，む

しろ球状層，束状層の 變化 の 方 が強 か つ た ．

　 皿 ） 碑經葉 ホ の 分泌幾序

　 ラ ッ テ の 間騒舟一下 垂i體に Gomo 「i 染色 を行 い ，神經

葉 ホ と 同一一物質で あ る と 云わ れ て い る．Gomori 陽 性顆

粒 の 分布状態 を 檢 して 次 の 結果を 得 た ．下垂體碑緜葉の

本物質は 妊娠末期に は著明に 増量 して い た ．又 ， 雰妊雌

ラ ツ テに 八胎盤片を移植 した 場合 に も著増 し且つ こ の 触

量 は 禪經葉 に 止 らず，漏斗，柄部 に も 認 め ら れ た ．更

に ，中毒症胎盤片移植例で は一層著明で ， 特に柄部末端

で は 密 集 し，更 に 第 III腦室壁 に まで 及 ん で い た ．夊，

稗經葉 の 本物質は 卿ア ト ニ ソ 連 日皮注 を 行つ た 際 に も増

量す る が，こ の 増加は フ エ ノ 2 “　一一ル を同時 に 皮注す る こ

と に よ りま卑缶旺さオLた．

　 IV）　腎血管硬イヒに 關す る 研究

　 ラ ツ テ に L7 ％食鹽加 食餌及 び 0．9％食 鹽水 と 共に

LOGA 　1．　mg を 連 巨 注射 して も，腎血 管の 硬化 は 容易に

起 らな か つ た が ， 食 鹽加 食餌 ， 食鹽水及び DOCA の 他

に シ ナ ホ リン を 蓮 日皮注す る こ と に よ り2 週間前後 で 腎

亅血管硬化 （Nephrosklerose ）を 起 し得 た 。5（L，　 DOCA 及

び ア ト ニ ン の 皮注 で は 腎血 管硬化 を起 し難く”
　tuiiしろ G ・

rommerulonephrose の 變化が先 に起つ た．

　 V）　中毒症原因物質の 類似性

　 吾 々 は 今 ま で ，中毒症原因物質 と して 紳經葉ホ を 重 靦

し て來 た が，こ れ と 諸踵胎 盤 物質 と の 類似性に就て檢討

した 結 果，最 も張 く中 毒症様變化 を惹起す る P ．S．に は

Vasopressin ，　Oxytecin 兩作用 を認 め 得 た．　 K ．P 。S．で

は 多量使用す る時 は VasOP 「essin 作用を 認 め 得 た が，

物質の 不 足 か ら Oxytocin 作用は 検 し 得 な か つ 1ヒ．胎盤

物質を純綜分離 せ る東北物質で は VaSOPtessln 作用 を

示 す 成分 と，Oxytocin 作用を示す成分 と が別個 に 存在

しk ． ト ロ ン ボ プ ラ ス チ ソ で は 多量 を・陵円 した 場合 OX −

ytocin 作用 の み を認 め た．

　 VI）　東北物質に よる 肝，腎 の 變化

　 東北 大琵婦入 科 の 麥倉及び吉 崎 が，同大畢 醫化學 教室

に 於 て 胎盤高級成分 と し て 分離 した束北物質V （硫安4！10

飽翻洗澱陸蛋 肖）及び 東北物質 VI （硫安 骸。飽和洗澱性

蛋 三葺）を毎 kg　 5　mg 宛妊兎耳靜葛夙に 唯 1囘注身寸した際

の 肝 ， 腎の 變化は，物質V に 於 て 肝小環末梢部 の
…

部 に

壤死集及び出』置嘆 を認 め ，更に 腎 の
一

部 に は Grommer ・

ulonephrose の 變化を 認 め 得 た．之 に 反 し物質 V1 で

は 著變 を 認め 得 な か つ た ．從來 の 胎盤 物質 で は 耳靜眠注

射 に よ り著明な腎變化を起すもの が な か つ た が，東北物

質 V に よ つ て 始 め て 高度變化を起し得 た ．

61．妊婦血清 コ リン X ス テラーゼに對する胎盤

　　　性血管收縮物質の 影響

　　　　（名古屋余語病院）　余語 榮三 ， 村上大子

　　　　　　（愛知學藝 大）　村上 枝彦 ， 長谷川和

第26囘 目本 生 化學曹（昭和29fF）に 分離と精製 に つ い て

發 表 した 胎 盤性血 管 收 縮 物 （以 下 PVEM と略す）に つ い

て，今囘は 妊婦血 清 コ リ ン エ ス テ ラ ・一ゼ （以下 ChE と 略

す）に野す る影響を 檢討 した．既 に 妊娠中は頚1清 が CY．E

低 下 し，妊娠中莓症 の 際は そ の 低下 が更 に著 しい 事 が知

られ て い る．我 々 は PVEM が 洫 清 ChE の 活性 を低
『
ド

させ る事を見出 した ．然 し， 豫め PV £ M と正 常妊娠血

清 を incuvate して お くと PVEM の ChE 活陸低 下作

用が 失わ れ る．巨IJち 正 常妊娠 血 清に は PVEM 一拮 抗 物 質

が ある鬣 で ある．我 々 は こ の 銃一PVEM 物質を正 常分 娩

胎盤 か ら粗製 晶 で あ る が抽出 した．こ の 蜘 PVEM 駿質

は PVEM の ChE 活性低 下作用 を抑制す る ば か りで な

く，同時 に PVEM の 血管收縮作用をも阻止 出來 た s こ の

事 か ら妊娠中の 繼績的 毛 細血 管收縮 作 用 と血 清 ChE の

低下 と の 間 に 開逋 が あ る と想像され る。

　然 し，妊娠中に 於け る1鹹胃 ChE の 低 下 は PVEM の

他 に 更 に 未知の 因子 が ある 檬 で あ る．

　叉 PVEM の 産佐 が エ ス トロ ゲ ソ の 影響 を受け る事｝c

つ い て も言及 した い ．

　 62．所 謂眞柄物質の 濾紙電氣泳動像及 びそ劇の

　　　 動物實驗結果 と の 關係に就い て

　　　　　　　　　　 （日醫大）　大 　 村　　 清

　 吾 々 は 胎盤絨毛 物質，所謂眞柄物質 PS
，　PP ，　PR を 使

用 して 各種 の 實驗を重 ね，甑に 多數の 報告を 行つ て 來た

．が

　 1）　各種類 別に そ の 作用 に 差 の あ る 事

　 2）　叉，同一・稚類の サ ン プ ル 中に 少數乍ら例外的 の 作

用 を 示 す もの が あ る 箏 が 到 明 し た。こ の 2）に就 い て

は ，動物實驗前に 豫測す る 事ほ 不 可 能で あつ た．唯it動

物實驗繭 に サ ゾ プ ル の 含窒素濃度を
一

定 に した が，こ の

點か ら有敷窒素 及 び無敷窒素 の 存在を豫想す る に 止 まつ
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て い た ．

　今囘濾紙電氣泳動 法 を懸用 し，各種眞柄 物質 を泳動 し

た 結果

　 1） PS は負 の 荷電 を 有 し，原點 よ り陽蹶側に 泳動

し，Nynhydrin 染色 に よ りA 及 び B の 2 つ の Spot を

派 し，A 　1’　“sB ．P ．B．染色に よ り可染 した ．

　2｝　PP は 原黠 よ り陰極剣に泳動 し，2 つ の Nynhy −

drin 同特 瓦 B ．P．B ．濃 厚 可 染部 が融 含し，　1 つ の 大き

な Spot を 示 した e

　3） PR は 3 つ の Spot を 示 し， 1 個は 原點附近 で

Nynh ｝
Tdrin ，　B ．P 。且 に 可 染 す る Spot，他 は 陰陽雨極側

に 各 々 1 超宛 Nynhydr 軌 の み に染色され る Spot を

万マし、た ，

　次 に 各試料 と 動物實驗緕果 と を封比す る と，

　ヱ） PS に就い て は A 峯物質 の み が 動物反應 に 關 系

し，B 峯 の 存 在 は無閾係 に 思 わ れ た ．

　2） PP に 就 い て は 陰趣側に 泳動 ナる もの は皮内反懸

を 顯豫 こ現 わ し，陽 筮側に 泳動す る僅 少餬は PS の A 峯

の 如き像を示 し，血 管拘縮，血 壓 上昇共に 強 か つ た が皮

内反嬉iは 陰陸で あつ た．

　3） PR に 就 い て の こ れ らの 關係 は ，前 二 者程著明 に

は 見 ら電、な か つ た ．

　即掴 所謂眞柄 吻質 P亀 PP
，　PR は 夫 々 特徴あ る 艨 を

示 すが，妊娠 も毒壼嫌病變 及 び 症状を 發現 さ せ る もの

は ，主 と し て B ．P ．B ．可染部 で ある事が到詞した の で あ

つ て，こ の 事實 か ら高分子 の ペ プ チ ッ ドが 有敷 で あ る と

い う 二 と が 確認され，た．

　63．妊娠中毒症患暫尿中の 眞柄 物質le就LAで

　　　　　　　　　　　（日醫大）　 鵜　浦　士 　朗

　分娩喬の 妊娠中毒 症 患者 の 尿 か ら， 人 胎盤 絨毛 か ら眞

柄 翦 3表物質 PS
、 眞柄鋸 2 表物質 PR を抽出した と 略

璽 同臓 の 操 作 に 依 り，HPS ，　 HPR を 夫 々 精製 し，次 の

實驗成績 を 得た の で 發 表 す る。

　1） ｝担 S の 性状は 眞柄谿 3 表物質 PS と 略 ≧ 同様で

あ る が，無色が 黒褐色 で ，Ur ・ chr ・ m ・gen 反應 が陽陸，

窒 素 含量 が 5．3〜8。5％ で あ つ て ， こ れ が 胎盤 か らの PS

に 毘 して 少量 で ある 點等異 る．

　2）　HPS を 家兎 の 門扱 に Prokilo　4　mg 注射し ， 肝

に 對す る 作 用 を 見 る に ，中心性凝固壞死 　肝細葉 の 萎

縮 　室胞變陸等 PS と 同 康 の 病理 組織筆的變fkを 來 す

が ，PS に 比 し僅 か・に 弱 い よ う｝こ 思 わ れ た ．

　3）　中嫗 性の 影響 の な い 末稍血 管に 對す る HPS の 拘

縮作用を 強討 す る た め ，Krawkow ・）t　issemsl 　 i 氏 法 に

依 り，家兎耳灘 管灌流試驗 を行つ た ．Ellち HPS 　 1 ％

溶液 1cc で 灌流 する と，菊地 が PS で 行 つ た と同樣 多

くの 例に 於 い て 滴數が直ち 匹 減少す る の が 見 られた ，帥

ち HPS も末梢並孔管 に 對 し 拘縮 作用 の あ る こ とを知 つ

た ．

　4） 中尾氏法に よ り HPS の 血 壓 に 封す る 作用 を 無腕

醉 ラ ツ テ で 檢討中で あ る．

　5）　HPS を以 つ て，正 常非妊婦．5t「 び 正 常妊婦に 皮丙

反應を行 つ た結果 は ，正常非妊婦 で も陽 性 に 出 た も の が

あ つ た が，妊 婦 に 於 い て 遙 か に 陽暁牽 が大
F
ごあつ た．

　6）　次 に Veronal−Puffer
，
　pl｛ 8．6で 小林式濾紙電氣

泳動を行 つ た 結果 は，大村が 眞柄第 3 表物質 PS で 行 つ

た 結 果 と略 ）同樣 で あ る．皀口ち HPS に 於 い て も時 と し

て Nynhydrin 　2 峰性を示す事 もあ つ た が，大部分 の 試

料 に つ い て は 殆 ん ど 1峰性で あ り且 つ そ の 部位が B ．P ．B

の 峰に相當す る事 を確認 し た．

　HPR
’
に於 い て も員柄舞貌 裹物質 PR と 略 ≧ 同樣 の 實

驗成績 を只 今 ま で 得 て い る が ，只濾祇電氣泳動 に於い て

PR で は 陽極，陰極の 爾側 に 展開す る の に ，ヨPR で は

腸極側 に の み 展開 し，陰極側に 展調す る もの が 認 め られ

なか つ た ，

　以 上 の 實瞼成績 か ら して 妊娠中毒症患者 の 尿に 眞柄嘉

3表 物質 PS 及 び眞柄第 2表物質 PR と略 葦 同檬 の 生

物作用 を呈 す る物 質 が 存在 す る 事 を 確 認 した の で あ つ

て ，妊娠中毒症の 主因が 絨毛 の PS な どに あ る と す る 眞

柄 の 読を更 に 確證した もの と 考える．

　 64，妊 娠中毒症患者血瀋中の 抗軆の 機索成繽

　　　　　　　　　 （熊大） 加 來道隆，岩元義美

　　　　　　　　杉 山猛治 ， 野 口　豐 ， 牛島　薫

　宿題報告後更 に 抗體の 強索 を行 つ た の で そ の 後 の 成 績

を報缶す る．

　人 胎盤 A 法 K ・P ・S・を 抗原 と し て 妊娠一ド毒雇 愚 者 血

倩 ，對照 と し て 正 常妊婦，非 妊 婦，子 宮癌 患 者等 の 血 清

を 用 い
， 沈降反應及 び 補體結合反應等で 抗體 の 有無を鰍

索 した．

　ユ）　沈降反 應　妊娠．タ毒症患 者 61例中3G例 （49．Is％ ）

に 沈降素贋 10D〜3200倍 の 沈降素 を證嵋 した．疾 憲 別 に

は 妊娠淨腫 は 】ユ例中 3 例，妊娠腎27例中12例，子 癇 前痃

17例 中1工例，子 擱 5 例巾 4 例 に 陽性 で
， 常位胎盤早期剥

離 1 例は 陰性 で あつ た．對照 の 正常妊婦 9例で は 凡 て 陰

性 非妊婦24例中 1 例に 100 倍陽性，子 宮癌10例は 凡 て

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


